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～板橋区コミュニティ・スクール本格導入に向けて～  

板橋区コミュニティ・スクール研修会を開催しました！  

 令和2年1月31日（金）と2月3日（月）の18時30分より、区役所本庁舎南館6階教育支援セン

ター研修室にて「板橋区コミュニティ・スクール研修会 兼 地域コーディネーター研修・交流

会」を開催いたしました。来年度からの板橋区コミュニティ・スクール本格導入に向けて、「ｉ

ＣＳ本格導入へのラストスパート！未来を拓く！“教育の板橋”」と題して開催した本研修会に

は、2日間で合計237名の方にご参加いただきました。来年度よりコミュニティ・スクール委員に

なる予定の方や、校長先生をはじめとする先生方、学校支援地域本部として活動されている地域

コーディネーターの皆さん、ＰＴＡの方など、各学校から様々な立場の方が参加されました。 

 第一部では教育長より、「教育の板橋」がめざす

姿、教育現場の実態や抱える課題、その中でコミュニ

ティ・スクールを導入する意味などについてお話いた

だきました。 

第一部  教育長講演  
「教育の板橋」イノベーション2020 

－板橋区の次世代の学校づくりに向けて－  

第二部  グループワーク  
ｉＣＳ本格導入へのラストスパート！  

～最後に考えたいこれからの姿～  

 第二部ではそれぞれの考える「地域とともにある学

校」の理想の姿について、学校や立場を超えて話し合っ

ていただきました。 

《参加者の声》 

・学校と地域のつながりが、今後の子どもたちの生活

を豊かにしていけることがわかった。 

・当事者意識を持ち、「評論家から実践者へ」意識を

持ち、努めていきたいと思いました。 

ｉＣＳ 

《参加者の声》 

・地域とともにある学校のイメージを共有できたのは、こ

れからの活動の糧となりました。 

・意見交換がとても前向きで充実していた。このような時

間をとることが大切だと実感した。 

参加者の皆さんの様子から、ｉＣＳを最大限活用し、学校をさらに児童、生徒の成長できる場にしたい、とい

う想いを感じました。今後も現場の声を聞き、状況を把握しながら、活動に役立つ研修等の計画や、情報提供

等をしていきたいと思います。（担当） 



☆学校支援地域本部（地域学校協働本部）の導入状況☆  

 今回は、学校支援地域本部（地域学校協働本部）の全国での導入状況をお伝えします。 

「板橋区コミュニティ・スクール」において「コミュニティ・スクール委員会」と両輪・協働の

関係で教育活動を支援する「学校支援地域本部」は、板橋区では平成20年に成増小学校に導入さ

れて以来、順次実施校を拡大し、昨年度区立全小中学校（73校）への導入が完了しました。 

 文部科学省では、新学習指導要領のポイントとなる「社会に開かれた教育課程」の実現に向け

て、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な推進による地域と学校の連携・協働

体制の構築を推進しています。 

（出典）文部科学省コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動実施状況調査（令和元年5月1日現在） 

全国の地域学校協働本部数 

         9,387本部 

全国の公立小学校、中学校、義

務教育学校において地域学校協

働本部がカバーしている学校数 

     14,390校（50.5％） 

全国の公立小学校、中学校、義

務教育学校においてコミュニ

ティ・スクールと地域学校協働

本部をともに整備している学校

数         4,015校 

学校が抱える課題について考えてみませんか？  

 来年度から本格実施される「コミュニティ・スクール委員会」では、学校が抱える課題につい

て、委員会で情報を共有し、具体的な解決策等を模索するため、熟議を行います。 

 例えば、「地域での子どもの見守り」について、あなたならどのように考えるでしょうか。 

 実際にある学校で熟議されたテーマです。 

 ぜひ、考えた内容を周りの方と共有してみてください。 

最近、あなたの家の近くにある小学校で不審者による声かけ事案が

発生しています。下校時に一人で歩いている児童が声をかけられて

いるようです。 

それぞれの立場（保護者、地域）でどのようなことができるでしょ

うか。また、学校、保護者、地域がどのように連携することができ

ると思いますか。 

保護者として・・・ 
地域コーディネーター

として・・・ 

教職員として・・・ 

令和２年度より、板橋区は 

区分が変わります！ 

地域住民として・・・ 


